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八
月
六
日
、
急
遽
ソ
連
軍
が
北
満
地
区
一
体
に
大
攻
撃
を
加
え

空
陸
両
面
か
ら
関
東
軍
の
手
薄
な
所
に
徹
底
的
な
打
撃
を
与
え
、

右
往
左
往
す
る
在
留
日
本
人
に
多
く
の
犠
牲
者
が
続
出
し
て
い
る

と
の
情
報
が
流
れ
て
い
た
。

外
地
で
聴
く
終
戦
の
詔
書
は
、
悲
し
い
の
か
悔
し
い
の
か
何
と

も
言
え
な
か
っ
た
。
無
条
件
降
伏
、
満
州
国
政
府
解
体
、
赤
ん
坊

同
然
の
日
本
人
は
唯
々
居
留
民
団
に
す
ぎ
な
い
状
況
下
に
お
か
れ

て
し
ま
っ
た
。

八
月
二
十
日
を
過
ぎ
る
と
八
路
軍
が
入
城
し
、
地
方
行
政
機
関

の
接
収
、
日
本
軍
の
武
装
解
除
、
次
に
ソ
連
軍
の
入
城
と
な
っ
て

日
本
軍
を
捕
虜
と
し
て
次
々
北
満
へ
シ
ベ
リ
ア
へ
と
輸
送
を
始
め

た
。八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
、
暴
民
が
発
生
、
日
本
人

に
対
し
「
我
々
中
国
の
地
に
お
い
て
得
た
も
の
は
一
切
持
ち
出
す

こ
と
は
許
さ
な
い
。
速
や
か
に
物
資
財
産
を
放
棄
し
撤
退
せ
よ
」

罵
り
な
が
ら
鍬
、
鎌
、
熊
手
な
ど
を
持
ち
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
日

本
人
を
包
囲
し
た
。

私
は
無
我
夢
中
で
日
本
刀
を
振
り
か
ざ
し
暴
徒
の
真
っ
只
中
に

突
っ
込
み
、
満
州
国
警
察
隊
の
発
砲
な
ど
で
五
人
の
日
本
人
犠
牲

者
を
出
し
た
の
み
で
大
暴
徒
を
撤
退
さ
せ
た
。

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
八
路
軍
と
ソ
連
軍
か
ら
官
公

庁
、
日
本
人
法
人
会
社
な
ど
の
建
造
物
の
殆
ど
が
接
収
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
本
人
に
対
し
何
千
人
と
い
う
暴
徒
が
襲
っ
た
の
で

屋
外
に
着
の
身
着
の
ま
ま
で
難
を
逃
れ
、
公
園
や
小
、
中
、
女
学

校
に
逃
れ
不
安
そ
の
も
の
で
、
暴
徒
は
日
本
人
の
家
庭
に
侵
入
し

食
糧
や
物
資
を
奪
い
放
題
の
実
情
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

政
策
の
変
わ
る
た
び
に
戦
闘
行
為
が
起
こ
っ
た
が
、
■
介
石
の

中
国
正
規
軍
が
入
城
し
始
め
て
か
ら
は
八
路
軍
や
ソ
連
兵
は
東
北

方
面
に
後
退
し
て
い
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
日
本
人
は
狩
り
出
さ
れ
て
道
路
の
清
掃
、

荷
造
り
、
荷
運
び
、
家
屋
補
修
、
道
路
や
橋
梁
の
修
理
並
び
に
架

設
の
強
制
就
労
で
あ
っ
た
。
し
か
も
戦
犯
探
し
に
あ
い
軍
人
、
官

吏
、
会
社
社
長
等
を
投
獄
し
日
本
人
大
掃
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の



間
、
軍
人
、
高
官
の
両
夫
人
の
自
害
が
あ
っ
て
悲
報
が
流
れ
た
。

食
う
た
め
に
男
は
苦
力
（
労
働
者
）
、
女
は
小
物
品
の
売
り
歩
き
、

■
か
な
収
入
で
そ
の
日
暮
ら
し
の
日
本
人
の
姿
で
あ
る
。

十
一
月
、
■
介
石
夫
人
（
宋
美
齢
）
が
入
城
し
、
日
本
人
の
苦

力
が
清
掃
し
て
い
る
姿
を
大
通
で
米
国
官
憲
と
と
も
に
巡
視
さ
れ

た
。
そ
し
て
宋
美
齢
夫
人
か
ら
高
梁
米
五
合
ず
つ
日
本
人
難
民
に

支
給
さ
れ
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
宋
美
齢
夫
人
か
ら
来
春
（
昭

和
二
十
一
年
）
頃
は
日
本
へ
帰
還
可
能
の
指
示
も
あ
っ
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
知
る
由
も
な
い
が
、
日
本
人
同
志
が
相
互
扶

助
を
唱
え
始
め
、
日
本
人
で
拠
托
金
を
出
し
た
人
に
は
帰
還
後
日

銀
か
ら
そ
の
額
の
返
還
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
特
に
財
閥

か
ら
供
托
金
が
寄
せ
ら
れ
、
私
ど
も
の
よ
う
な
難
民
生
活
の
糧
と

な
り
、
最
後
の
引
き
揚
げ
金
一
人
当
た
り
一
千
円
に
限
り
日
本
に

持
ち
帰
っ
て
も
よ
い
と
い
う
の
に
無
一
文
だ
っ
た
引
揚
者
の
喜
び

は
涙
な
く
し
て
語
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。

あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。
私
は
日
本
帰
還
団
第
一
大
隊
長
と
し

て
一
千
三
百
人
を
引
率
し
コ
ロ
島
を
発
っ
た
。
こ
の
と
き
三
人
は

乗
船
を
拒
否
さ
れ
気
の
毒
で
後
ろ
髪
の
引
か
れ
る
思
い
を
し
た

が
、
船
で
亡
く
な
っ
た
方
を
水
葬
に
し
て
冥
福
を
祈
っ
た
。

私
の
長
女
も
満
州
の
地
に
埋
葬
し
て
帰
っ
た
。
残
念
で
な
ら
な

い
。
今
度
幸
せ
な
境
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
念
じ
て

い
る
。引

揚
げ
者
の
体
験　 

山
形
県
　
森
谷
フ
サ
　 

私
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
、
縁
あ
っ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
に
あ

る
防
疫
給
水
の
特
殊
部
隊
に
軍
属
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
主
人
と

結
婚
し
ま
し
た
。

渡
満
は
、
輸
送
の
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
当
時
な
の
で
、
二
十
年

四
月
、
下
関
に
出
張
で
こ
ら
れ
た
同
僚
に
つ
れ
ら
れ
て
、
小
さ
い

行
李
一
つ
の
荷
物
を
も
っ
て
、
現
地
に
つ
い
た
の
は
、
四
月
下
旬

で
し
た
。

渡
満
ま
も
な
く
、
在
満
東
郷
国
民
学
校
に
出
る
よ
う
に
願
わ
れ

て
、
五
月
十
日
か
ら
、
勤
め
ま
し
た
。

部
隊
関
係
者
の
子
供
だ
け
が
入
る
小
さ
い
学
校
で
校
長
は
軍

人
、
ほ
か
数
人
の
教
員
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ




